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＂也
皆さんの努力で
効果が継続しています

改革前 こみ収集量
改革前より

約48％ 減量
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資源物回収量
改革前より

約3倍増
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平
成
13
年
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月

平
成
12年
10
月
の
こ
み
改
革
か
ら
2
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
、
改
革
前
と
の

比
較
で
、

5
割
近
い
こ
み
減
量
が
維
持
で
き
て
い
ま

す
。
広
報
今
号
1
面
S
2
面
で
は
、
改
革
後
、

2
年
間

の
収
集
量
等
の
結
果
や
、
平
成
13
年
度
の
清
掃
費
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
も
「
こ
み
ゼ
ロ
社
会
」

を
目
指
す
た
め
に
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
こ
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
（
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
）

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
家

庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み

の
収
集
量
は
約
48
％
の
減
量
、
資
源

物
回
収
量
は
約
3
倍
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ

1
.
2
参
照
）
。

ま
た
、
市
民
1
日
1
人
当
た
り
の

ご
み
量
も
ご
み
改
革
後
は
、
減
量
を

維
持
で
き
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
3
参

照）。そ
し
て
、
ご
み
改
革
以
前
の
ワ
ー

●
グ
ラ
フ

2

せ
っ
か
く
維
持
で
き
て
い
る

5
割
．

近
い
ご
み
の
減
量
を
、
今
後
も
継
続

し
、
さ
ら
な
る
ご
み
減
量
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

不
燃
ご
み
を
さ
ら
に
減
量
さ
せ
る

た
め
に
、
買
い
物
の
際
に
は
、
レ
ジ

袋
を
断
り
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

こ
み
収
集
璽
は
約
5
割
減

資
源
物
は
3
信
増

不
燃
-3
み
の
さ
ら
な
る

減
量
に
こ
協
力
を

ス
ト
記
録
の
汚
名
も
返
上
し
て
い
ま

す
（
下
図
参
照
）
。

多
摩
埴
区
30
巾
町
村
中
で

可燃こみ鳳言

不燃こみ喜誓

物源資

1
日
1
人
あ
た
り
の
r
J

み
量

改革前
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温霜認のこ‘み減量 ・・匿BEB~
東京市町村自治調査会より（平成13年度見込み）

「
ご
み
ゼ
ロ
社
会
」
を
目
指
し
て
の
ご

み
大
改
革
か
ら

2
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
お
陰
さ
ま
で
、
家
庭
ご
み
は
約
5

割
の
減
量
が
、
今
も
継
続
し
て
い
ま

す
。
不
名
誉
な
ワ
ー
ス
ト

1
か
ら
、
多

摩
地
域
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
仲
間
入
り
が

出
来
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
日
野
市
民
皆
様
の
日
ご
ろ

か
ら
の
絶
え
間
な
い
努
力
の
結
果
で
あ

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
日

野
市
に
お
け
る
ご
み
改
革
は
、
大
き
な

評
価
を
受
け
、
多
く
の
自
治
体
か
ら
の

視
察
や
職
員
な
ど
へ
の
講
演
依
頼
も
増

え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
半
減
し
た
可
燃
ご
み
の
中
身

は
50
％
が
生
ご
み
で
す
。
生
ご
み
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
「
生
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
」
の
場
で

市
民
と
専
門
家
を
交
え
議
論
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
来
年
度
に
は
、
具
体
策

が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
減
量
対
策
と
し
て
、
生
ご

み
の
水
分
を
ひ
と
し
ぽ
り
。
こ
れ
で
、

な
ん
と
年
間
6
千
ト
ン
の
ご
み
が
減
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
ご
み
減
量
に

は
、
ご
み
の
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

が
大
切
で
す
。
「
ご
み
減
量
推
進
市
民

会
議
」
は
、
今
年
度
の
目
標
に
レ
ジ
袋
、

ト
レ
ー
の
削
減
を
掲
げ
活
動
し
て
い
ま

す
。そ

の
一
環
と
し
て
、
私
は
「
マ
イ
バ

ッ
ク
運
動
」
を
進
め
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
買
い
物
時
に
は
、
レ
ジ
袋
は
断

り
、
ご
み
に
な
る
も
の
は
家
に
持
ち
帰

ら
な
い
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
を
日
野
市
か

ら
発
信
し
、
多
摩
全
体
に
広
め
ま
し
ょ

゜
、つ
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の

2
年
間
の
成

果
は
、
す
べ
て
、
市
民
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
重
ね
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
国
な
ど
に
意
見

具
申
を
し
つ
つ
、
み
ん
な
で
「
ご
み
ゼ

口
社
会
」
に
向
け
、
ま
い
進
し
ま
し
ょ

゜
、つ

n
野
古
｀
長
ひ
ろ
み
ち

五
＂
ゃ
立
融

マ
イ
バ
ッ
グ
で
ご
み
減
量
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最終処分場搬入配分量

7,798m3 7,347m" (7,36lm3) (7,409m3) 

●グラフ 4

亡日野市配分●

-+-搬入●

-“螂 こみ改革を
しなければ
（予想）

HlO年 Hll年 Hl2年 Hl3年
※搬入配分璽は日野市の埋め立て割り当て量。こみ改革は平成12年10月から実施

最
終
処
分
場
で
は
、
毎
年
の
各
市

の
配
分
量
（
市
ご
と
に
決
め
ら
れ
て

い
る
埋
め
立
て
量
）
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
超
過
し
て
し
ま
っ
た
分
は

▼
ご
み
減
量
推
進
市
民
会
議

日
野
市
の
ご
み
処
理
・
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
の
長
期
的
な
方
向
性
を
定
め

る
計
画
「日
野
市
ご
み
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」

ご
み
減
量
を
進

最
終
処
分
場
の
延
命
化
に
貢
献

追
徴
金
と
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

も
し
ご
み
改
革
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
数
千
万
円
単
位
の
追
徴
金
を
支

払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
努
力
に
よ
り
現
在
は
追
徴
金

を
支
払
う
ど
こ
ろ
か
逆
に
還
付
さ
れ

て
お
り
、
最
終
処
分
場
の
延
命
化
に

も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
（
グ
ラ

フ
4
参
照
）
。

を
実
行
に
移
し
て
い
く
会
議
で
す

（
写
真
上
）
。
現
在
、
市
民
約
2
0
人

を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

み
ゼ
ロ
社
会
を
目
指
し
、
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
。

了
市
内
小
・
中
学
校
合
同
ク
リ
ー
ン

作
戦去
る
9
月
2
0
日
に
市
内
4
つ
の
小

・
中
学
校
（
三
沢
中
・
潤
徳
小
・
―
―
―

沢
台
小
・
八
小
）
が
合
同
で
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
地
域
の
清
掃
及
び
、
高
幡

不
動
駅
前
で
「
レ
ジ
袋
N
0
デ
ー
」

の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
マ
イ
バ
ッ
ク

で
の
買
い
物
を
訴
え
ま
し
た
（
写
真

下
）
。
ご
み
ゼ
ロ
社
会
に
向
け
学
校

平成13年度清掃費（決算より）

清掃費の主な内訳

内 容 金額（円）

1 こみ減量・リサイクルを進める費用 2億2,400万
2 資源物等の回収・中間費用 5億7,200万

剪定枝収集チップ化・家電リサイクル収

3 集し運い搬事補業助費金用•生こ‘みリサイクル等の新 4,400万

4 クリーンセンターを運営する費用 6億1,200万

5 こみ等の収集運搬費用 7億4,300万

6 し尿処理に係る費用 1億7,500万

7 クリーンセンター施設費用 2億9,900万

8 こみの最終処分場にかかる費用 3億5,100万， ダイオキシン削減対策工事費用 8億1,100万

10 不燃こみ破砕処理施設工事費用 2億4,400万

計 40億7,500万

円
20,000 
15,000 
l 0,000 
5,000 

゜

市民1人当たりのこみ経費（年間）
19,150円

総経費40億7,500万円

Hll（改革前） Hl3（改革後）
日野市

こみ処理手数料（指定収集袋）の歳入は、

4億4千万円清掃費の約11%
主に左表の内訳の l・ 2 ・ 3の一部に
使用しています

Hll多摩地区平均

（平成ll年度東京都環境局より）

％
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田
醗

困
澤

晶ヽ

※全国的にごみ処理費用は

上がっています

1212
月
の
剪
定
枝
の
拠
点
収
集

剪
定
枝
・
葉
の
み
を
左
表
の
拠

点
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、

剪
定
枝
は
、
可
燃
ご
み
収
集
日
に

2
束
ま
で
試
験
的
に
戸
別
収
集
し

て
い
ま
す
。
一
束
の
長
さ
50
吐ン以

内
・

1
束
の
太
さ
3
0
令
以
内
、

1

本
の
枝
の
太
さ
は

5
iン
以
内
で

す
。
事
業
所
で
出
た
も
の
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。

も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

ヱ
環
境
保
全
課
で
は
市
内
一
斉
清
掃

を
呼
び
か
け

11
月
24
日
⑲
午
前
9
時
S
1
0
時
に

「
市
内
一
斉
清
掃
S
み
ん
な
で
ク
リ

ー
ン
ア

ッ
プ
日
野
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
身
近
な
場
所
の
清
掃
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
環
境
保
全
課
に

問
い
合
わ
せ
を
。

先せ合問

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

<
581.0444

5日困多摩平第1公園

6日画高幡不動駅北第4駐輪場入口

11日困リサイクル事務所

12日休）さかい公園

17日的ハケ下公園

18日困鳥と緑の国際センター

19日困日野台公園

23日⑱黒川地域広場

24日ぬ沢田公園

25日困まつばやし地区広場

午
後
1
時
30
分
ー
3
時
30
分

●
市
議
会
が
2
日
に
開
会

平
成
1
4
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

は、

12
月
2
日
⑲
か
ら
開
催
さ
れ
ま

す
。
傍
聴
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
開
会
に
先
立
ち
、
午
前
10
時

か
ら
市
議
会
本
会
議
場
で
プ
チ
・
コ

ン
サ
ー
ト
（
「
楽
笛
」
に
よ
る
オ
カ
リ

ナ
演
奏
）
を
行
い
ま
す
。
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
議
会
事
務
局

.11月23日
の
土
曜
開
庁
業
務
は
お

休
み
し
ま
す

市
で
は
、

11
月
か
ら
土
曜
日
の
一

部
窓
口
開
庁
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

11
月
23
日
田
は
祝
日
の
た
め
、
市
役

所
・
七
生
支
所
・
豊
田
駅
連
絡
所
で

の
業
務
を
お
休
み
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
企
画
調
整
課

●
全
国
物
価
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

こ
の
調
査
は
、

11
月
2
1
日
困
を
調

査
日
と
し
て
一
般
店
舗
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。
商
品
の
販
売
価
格
及
び

サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
調
査
し
、
価
格

の
店
舗
間
・
銘
柄
間
・
地
域
間
格
差

な
ど
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
各
種

行
政
施
策
の
資
料
に
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
企
画
調
整
課

●
廃
棄
物
等
の
屋
外
焼
却
は
禁
止
で

す
5
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

落
ち
葉
の
季
節
で
す
が
、
紙
ご
み

や
落
ち
葉
を
燃
や
し
た
だ
け
で
も
、

煙
や
臭
い
、
灰
な
ど
が
ご
近
所
に
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。廃

棄
物
等
の
屋
外
焼
却
は
、
東
京

都
の
条
例
で
原
則
禁
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
み
等
の
廃
棄
物
は
市
の
定

め
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
お
出
し
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
環
境
保
全
課

■都
市
計
画
案
の
縦
覧

5
西
平
山
地

区
、
百
草
谷
戸
地
区
、
百
草
公
園
西

地
区
、
生
産
緑
地
地
区

都
市
計
画
法
第
17
条
第
1
項
の
規

定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
案
を
次
の

と
お
り
縦
黄
で
き
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間
1
1
1
1
月
27
日
困
ま
で
の

午
前
8
時
3
0
分
S
午
後
5
時
15
分
※

土
曜
・
日
曜
日
を
除
く

▽
縦
覧
内
容
11
用
途
地
域
、
高
度
地

区
、
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
、

公
園
の
変
更
、
緑
地
の
変
更
、
生
産

緑
地
地
区
の
変
更
、
西
乎
山
地
区
、

百
草
谷
戸
地
区
及
び
百
草
公
園
西
地

区
地
区
計
画
の
決
定

＞
位
置
及
び
区
域
11
西
乎
山
地
区
…

西
平
山
1
丁
目
S
5
丁
目
、
束
平
山

1
丁
目

S
3
丁
目
、
旭
が
丘
1
丁
目

.
4
丁
目
各
地
内
／
百
草
谷
戸
地
区

…
百
草
地
内
／
百
草
公
園
西
地
区
…

三
沢
2
丁
目
地
内
／
生
産
緑
地
地
区

…
市
内
全
域

▽
会
場
・
問
合
せ
先
11
市
役
所
3
階

都
市
計
画
課

■東
町
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

平
成
15
年
1
月
2
6
日
向
に
執
行
予

定
の
東
町
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委

員
の
選
挙
人
名
簿
を
次
の
と
お
り
縦

覧
で
き
ま
す
。

▽
日
時
1
1
1
1
月
18
日
向
S
1
2
月
1
日

⑮
午
前
9
時
S
午
後
4
時

▽
会
場
・
問
合
せ
先
11
市
役
所
3
階

区
画
整
理
第
2
課

■都
市
計
画
審
議
会
の
開
催

5
傍
聴

で
き
ま
す

▽
日
時
1
1
1
1
月
2
9
日
錨
午
前
10
時
か

ら▽
会
場
11
市
役
所
6
階
全
員
協
議
会

室▽
付
議
予
定
案
件
11
西
平
山
地
区
、

百
草
谷
戸
地
区
及
び
百
草
公
園
西
地

区
に
お
け
る
日
野
都
市
計
画
用
途
地

域
、
高
度
地
区
、
防
火
地
域
及
び
準

防
火
地
域
、
公
園
の
変
更
、
緑
地
の

変
更
、
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
、
西

乎
山
地
区
、
百
草
谷
戸
地
区
及
び
百

草
公
園
西
地
区
地
区
計
画
の
決
定
ほ

か
2
件

▽
定
員
11
先
着
10
人
※
開
催
時
間
3
0

分
前
か
ら
市
役
所
3
階
都
市
計
画
課

で
受
け
付
け

孟
問
合
せ
先
11
都
市
計
画
課

■（
仮
称
）
「
日
野
市
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
検
討
す
る
会
議
の
メ
ン
バ
ー

を
募
集
こ
れ
ま
で
市
民
ま
ち
づ
く
り
会
議

で
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

r
0
9鰯
に

ツ

な
り
ま
し
だ

埜
渡
ち
あ
き
ち
ゃ
ん
（
の
わ
た
り
・

ち
あ
き
。
平
成
13
年
11
月
1
日
午

後
2
時
18
分
生
ま
れ
。
父
・
晃
さ

ん
、
母
・
麻
理
子
さ
ん
。
下
田
在

住）
体
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
何
で
も

よ
く
食
べ
る
ち
あ
き
ち
ゃ
ん
。
特

（
案
）
の
策
定
に
関
す
る
企
画
・
運

営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
ま
ち
づ
く
り
の
条
例
の
必
要
性

や
内
容
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
（
仮
称
）
「
日
野
市

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
検
討
す
る
会

議
メ
ン
バ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽
活
動
期
間
11
平
成
16
年
3
月
ご
ろ

ま
で
の
月
1
S
2
回
※
原
則
乎
日
の

午
後
7
時
か
ら
2
時
間
程
度
。
活
動

に
対
す
る
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
対
象
11
市
内
在
住
者

▽
定
員
1110
人
程
度
※
選
考
委
員
会

で
決
定
し
ま
す

▽
申
込
み
1
1
1
2
月
6
日
画
ま
で
に
封

書、

E
メ
ー
ル
で
。
作
文

(800
字
程

度
。
次
の
テ
ー
マ
か
ら
選
び
ル
ー
ル

を
提
案
す
る
：
・
①
自
然
環
境
の
保
全

・
育
成
・
創
造
に
関
す
る
ル
ー
ル
②

歴
史
・
自
然
．
都
市
景
観
の
保
全
・

育
成
・
創
造
に
関
す
る
ル
ー
ル
③
生

活
環
境
の
保
全
・
育
成
・
創
造
に
関
す

る
ル
ー
ル
④
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
⑤
地
域
が

主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
ル
ー
ル
⑥
農
業
の
保
全

・
育
成
に
関
す
る
ル
ー
ル
）
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業

を
記
入
し
、
〒

1
9
1
|
8
6
8
6
日
野

市
役
所
都
市
計
画
課
（
四

hinocity

Rmail.hinocatv.ne.jp)

へ

■市
長
の
動
き

(10
月
後
半
）

▽
16
日
11
全
国
地
域
安
全
運
動
日
野あい

市
民
の
つ
ど
い
（
市
民
会
館
）
に
挨

拶
、
日
野
市
郵
政
街
づ
く
り
協
議

会
、
緑
と
清
流
ポ
ス
タ
ー
展
表
彰
式

（
い
ず
れ
も
庁
内
）
に
出
席
、
市
長 ；
 

と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
（
豊
田
団
地
自

治
会
）
▽
17
日
11
市
長
相
談
日
▽
18

日
11
ェ
コ
セ
メ
ン
ト
推
進
委
員
会
ほ

か
（
自
治
会
館
）
に
出
席
▽
19
日
11

束
京
都
八
南
歯
科
医
師
会
創
立
80
周

年
記
念
祝
典
（
八
王
子
市
）
に
挨
拶

▽
2
0
日
11
日
野
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
創
立

40
周
年
記
念
式
（
南
平
体
育

館
）
に
挨
拶
▽
2
1
日
11
四
市
競
艇
事

業
組
合
理
事
会
（
多
摩
川
競
艇
場
）

に
出
席
▽
23
日
11
市
長
と
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
（
滝
合
自
治
会
）
▽
2
5
日
11

東
京
都
市
長
会
議
ほ
か
（
い
ず
れ
も

自
治
会
館
）
に
出
席
＞
2
9
日
11
用
水

里
親
登
録
証
交
付
式
（
庁
内
）
に
出

席
▽

31
日
S
1
1
月
1
日
11
全
国
都
市

問
題
会
議

（
佐
世
保
市
）
に
出
席

、ttw
雑

■青
色
決
算
・
消
費
税
等
説
明
会
の

開
償

5
青
色
申
告
者
を
対
象
に

＞
日
時
・
内
容
11
①
12
月
9
日
⑲
午

前
10
時
S
1
1
時
3
0
分
・
・
・
不
動
産
所

得
、
午
後
1
時
3
0
分
S
4時
10
分
…

事
業
所
得
②

12
月
13
日
細
午
後
1
時

30分
i
4
時
10
分
…
事
業
所
得

▽
会
場
11
①
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
②

J
A
東
京
み
な
み
七
生
支
店
※
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
を

▽
問
合
せ
先
11
日
野
税
務
署
個
人
課

税
第

一
部
門

(
6
5
8
5
.
5
6
6
1
)

●

「
り
ん
か
い
線
」
全
線
開
業
5
1
2

月
1
日
に

全
線
開
業
に
よ
り
、
多
摩
地
域
か

ら
は
新
宿
駅
経
由
で
臨
海
副
都
心
、

千
葉
方
面
へ
の
所
要
時
間
が
大
幅
に

短
縮
さ
れ
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

篇
合
せ
先
11
束
京
都
都
市
計
画
局

(
n
0
3
.
5
3
8
8
.
3
2
9
8
)
 

に
果
物
が
大
好
き
。
11
カ
月
で
歩

き
出
し
、
最
近
は
お
姉
ち
ゃ
ん
と

追
い
か
け
っ
こ
を
し
て
遊
ん
で
い

ま
す
。
元
気
な
子
に
育
っ
て
ね
。

R 
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市
民
行
動
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

I
 
9
鷺
膀

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市
内
全

域
の
適
路
点
検
を
行
い
、
安
全
・
安
心

な
道
づ
く
り
や
地
域
の
特
性
に
あ
っ

た
道
路
の
あ
り
方
・
交
通
規
制
等
の

導
入
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
興
味
が
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
な
お
、
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
活
動
期
間
1
1
1
2
月
ー
平
成
16
年
3

月
の
月
1
S
2
回
程
度

▽
申
込
み
1
1
1
1
月
28
日
困
（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
、

F
A
x
、
E
メ
ー

ル
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

道
路
点
検
隊
に
関
心
の
あ
る
こ
と
を

記
入
し
、
〒

1
9
1
|
8
6
8
6
日
野
市

役
所
管
理
課
（
暉
5
8
3
.
4
4
8
3
/

翌
i
n
o
c
i
t
y
R
m
a
i
l
.
h
i
n
o
c
a
t

v
.ne.jp
)
へ

誡

■日
野
市
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

の
苦
情
・
相
談
日

▽
日
時
1
1
1
2
月
5
日
g
.
1
2
日
困
．

19
日

g
.
2
7日
絢
午
前
9
時
i
正
午

▽
会
場
11
市
役
所
2
階
福
祉
オ
ン
プ

ズ
パ
ー
ソ
ン
室

▽
問
合
せ
先
11
生
活
福
祉
課
福
祉
オ

ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
担
当

■介
護
保
険
の
新
規
事
業
者
を
紹
介

新
し
く
指
定
を
受
け
た
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
内
容
11
訪
問
介
護

．

▽
事
業
者
名
11
蛉
ゆ
い
ま
あ
る
高
幡

訪
問
介
護
事
業
所
（
高
幡
365
の
1
下

田
ビ
ル
1
0
3
号
室
〖
5
9
9
.
2
8
6
8
)

、

蛉
コ
ム
ス
ン
豊
田
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（
豊
田
3
の
40
の
3
f
f
5
8
9
.
2
6
1
5
)

▽
問
合
せ
先
11
高
齢
福
祉
課
在
宅
サ

ー
ビ
ス
係

■骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
▽
日
時
1
1
1
2
月
4
日
困
午
前
10
時
S

正
午
▽
会
場
II
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
栄
養
士
の
話
と
実
習
・
試

食
（
チ
ー
ズ
入
り
白
玉
団
子
げ
）

▽
対
象
11
市
内
在
住
者
※
以
前
受
講

さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
を

▽
定
員
11
先
着
24
人

▽
持
ち
物
11
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

お
手
ふ
き
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)

.
 

●
成
人
歯
科
予
防
教
室

▽
日
時
1
1
1
2
月
9
日
⑮
午
後
1
時
20

分
S

3
時
※
時
間
予
約
制
。
検
診
時

間
は
40
分
程
度
。
時
間
に
つ
い
て

は
、
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
1
1
4
0
歳
以
上
の
市
民
（
総
義

歯
で
な
い
方
）

▽
定
員
1
1
4
0
人

▽
申
込
み
1
1
1
1
月
2
9
日
絢
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信

用
裏
面
に
、
検
診
日
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒

1
9
1
|
0
0
1
1
日

野
本
町
1
の
6
の
2
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
内
日
野
市
役
所
健
康
課
歯
科

予
防
教
室
係
(
〖5
8
1
.
4
1
1
1
)

へ

●
ご
希
望
の
場
所
に
い
つ
で
も
出
前

「
市
民
健
康
教
室
」

▽
日
程
11
相
談
に
応
じ
ま
す

▽
会
場
11
場
所
を
確
保
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
市
内
ど
こ
で
も
結
構
で
す

▽
内
容
11
①
日
野
市
医
師
会
の
医

師
、
健
康
課
の
保
健
師
・
栄
養
士
・

歯
科
衛
生
士
の
講
話
②
保
健
師
に
よ

る
健
康
相
談
な
ど

▽
対
象
1
1
4
0
歳
以
上
の
市
民
を
主
た

る
構
成
員
と
す
る
15
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
玄
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注
意
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、
突

然
の
発
熱
、
の
ど
の
痛
み
、
せ
き
で

始
ま
り
、
全
身
症
状
が
強
い
の
が
、

特
徴
で
す
。
次
の
点
に
注
意
し
、
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

①
流
行
期
間
中
は
人
混
み
を
さ
け
る

②
帰
宅
後
は
手
洗
い
・
う
が
い
を
す

る
③
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る
④

室
内
の
乾
燥
に
気
を
つ
け
、
適
度
の

湿
度
を
保
つ
⑤
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

⑥
高
齢
の
方
や
呼
吸
器
・
心
臓
な
ど

に
慢
性
疾
患
を
持
つ
方
は
、
肺
炎
な

ど
重
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま

し
ょ
う
⑦
予
防
接
種
を
受
け
る

（か

か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
を
。
費
用

は
自
己
負
担
で
す
の
で
医
療
機
関
へ

問
い
合
わ
せ
を
）

▽
問
合
せ
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

■市
立
病
院
臨
時
職
員
募
集

▽
職
種
11
助
産
師
・
看
護
師
・
薬
剤

師▽
資
格
11
有
資
格
者
で
健
康
な
方

▽
募
集
人
数
11
若
干
人

▽
応
募
方
法
11
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

及
び
資
格
証
の
写
し
を
‘
-
T
1
9
1
|
0

0
6
2
多
摩
乎
4
の
3
の
1
市
立
病

院

(
6
5
8
1
.
2
6
7
7
)

へ
郵
送
か

持
参

●
体
験
発
表
「
養
育
家
庭
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
」

養
育
家
庭
制
度
は
、
い
ろ
い
ろ
な

事
情
で
親
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
達

を、

一
定
期
間
家
族
と
同
様
に
生
活

し
養
育
す
る
制
度
で
す
。
地
域
で
の

・

体
験
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

福
祉
・
教
育
・
子
育
て
に
関
心
の
あ

る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
1
1
月
20
日
困
午
後
2
時
ー

4
時
▽
会
場
11
八
王
子
学
園
都
市
セ
ン
タ

ー
12
階
（
八
王
子
駅
徒
歩
1
分）

▽
定
員
11
先
着
50
人

▽
申
込
み
先
11
東
京
都
養
育
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー

(
f
f
0
3
.
5
2
7
2
.

3
1
8
5
園
0
3
.
3
2
0
5
.
7
1

5
8
)
 

▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課

●
平
成
15
年
度
市
立
幼
稚
園
園
児
募

集
市
立
幼
稚
園
の
園
児

(
1
年
保
育

…
5
歳
児
、

2
年
保
育
…
4
歳
児
）

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
要
項
・
申
込
用
紙
の
配
布
II

11
月
20
日
困
ま
で
各
幼
稚
園
と
市
役

所
5
階
学
務
課
で

▽
対
象
11
①
幼
児
・
保
護
者
と
も
市

内
在
住
で
住
民
登
録
を
し
て
い
る
②

幼
児
の
生
年
月
日
が

1
年
保
育
は
平 2

 9-11月後期休日診療医I
1 診癒時問 9:00~ 12:00 13:00~17:00 

国
伏木医院（内・消科） 落JII診療所（内・児科）
旭が丘6-l 0-7 ff584-2877 落川345ff59 l -521 6 

二旭が丘/JI コンピニエンス ファミリー
ストア レストラン。

回心堂第二病院（内科） みやもと小児科（児科）
万願寺299-1ft584-0099 百草999ff591-l 312 

至甲州街道駅
至日月橋 ｀〉とへ至調布

、
『
―
新至

、ニピ
ス
ア

ン
ン
ト

コ
エ
ス

至
八
王
子

至
八
王
子

R 石塚医院（内・外・整科） 小林医院（児・内科）
多摩平234106n584411 1 ；豊田4-~1-0433 至

園望い及申前▽年▽ ●園児募集の市立幼稚園一覧表
のするび込 9 申額費
みるも保書時込 12用
幼の護 ‘30み万 II
稚-:者住分 II 円入
園をと民~ 11 園
へ持続票午月 料
※参柄＾後 20 5 
申しが応 4 日 千
し‘記募時困 円
込入載すにま
み園さる‘で 保
はをれ幼入の 育
1希て児園午 料

第一幼稚園

第二幼稚園

第三幼稚園

第四幼稚園

第五幼稚園

第七幼稚園

多摩平3-21 

平山4-5-4

日野本町2-]4-l 

石田431-6 

三沢175

旭が丘2-42

581-4124 

591-4125 

581-7127 

583-3903 

592-0432 

586-3770 

5
-
i
5
-
5
-
l
O
A
-
l
O
A
 

成
9
年
4
月
2
日
S
平
成
10
年
4
月

1
日、

2
年
保
育
は
平
成
10
年
4
月

2
日
i
平
成
11
年
4
月
1
日

▽
募
集
人
数
11
左
表
の
と
お
り
※
教

育
委
員
会
で
は
、
平
成
17
年
4
月
に

第
一
幼
稚
園
を
、
第
七
幼
稚
園
に
統

合
す
る
予
定
で
す
。
予
定
通
り
統
合

計
画
を
実
施
し
た
場
合
、
今
回
の
平

成
15
年
度
4
歳
児
募
集
が
最
後
の
園

児
募
集
に
な
り
ま
す

臥
一
臥
＿
臥
一
臥
一
臥
一
臥

▽
選
考
方
法
11
健
康
診
断
と
面
接
※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
注
意
11
要
項
配
布
・
申
し
込
み
は

日
曜
日
を
除
く

▽
問
合
せ
先
11
学
務
課

■保
育
園
の
受
け
入
れ
人
数
を
変
更

S

1
月
1
日
入
園
希
望
分

次
の
保
育
園
で
は
、

1
月
1
日
の

入
園
希
望
分
受
け
入
れ
可
能
人
数
を

増
や
す
予
定
で
す
。

▽
受
け
入
れ
園
名
・
対
象
11
栄
光
保

育
園
…

1
歳
児
2
人、

2
歳
児
2
人

7
申
込
み
1
1
1
1
月
2
9
日
函
ま
で
に
児

童
福
祉
課
ヘ

■プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
の
た
め
の

赤
ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ
の
入
れ
方
教
室

▽
日
時
1
1
1
1
月
23
日
閻
午
前
10
時
S

正
午
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
赤
ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ
の
実

習ほか
▽
対
象
11
乎
日
の
両
親
学
級
に
参
加

が
困
難
な
初
産
の
妊
婦
及
び
配
偶
者

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
も
可

▽
定
員
11
先
着
20
組

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

■離
乳
食
敦
室

▽
日
時
1
1
1
2
月
5
日
困
午
前
10
時
S

11
時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め

方
の
話
・
試
食
（
保
護
者
の
み
）
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク

▽
対
象
11
生
後
4
S
5
カ
月
児
（
お

お
む
ね
平
成
14
年
7
月
生
ま
れ
）
と

保
設
者
※
保
設
者
の
み
の
参
加
も
可

▽
持
ち
物
11
筆
記
用
具
、
母
子
手
帳

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

赤
ち
ゃ
ん
と
の
接
し
方

〇
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

と
ど
う
過
ご
し
た
ら
い
い
の
で
す

、
。
カR

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

は
寝
て
ば
か
り
で
す
か
ら
、
戸
惑
っ

て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
で
も
赤
ち
ゃ

ん
の
成
長
の
芽
を
育
て
る
た
め
に

も
、
語
り
か
け
や
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は

大
切
で
す
。
「
さ
あ
、
オ
ム
ツ
を
替
え

ま
し
ょ
う
」
「
ミ
ル
ク
お
い
し
い
ね
」

な
ど
何
で
も
い
い
の
で
す
。
少
し
高

め
の
声
で
ゆ
っ
く
り
と
語
り
か
け
る

と
赤
ち
ゃ
ん
に
も
聞
こ
え
る
よ
う
で

す。
ま
た
、
お
風
呂
の
時
や
お
む
つ
交

換
の
時
な
ど
に
体
を
さ
す
っ
て
あ
げ

る
と
赤
ち
ゃ
ん
は
と
っ
て
も
い
い
気

持
ち
。
初
め
は
ぎ
こ
ち
な
く
て
も
恥

ず
か
し
が
ら
な
い
で
や
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。

▽
問
合
せ
先
11
東
部
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
(
〖5
8
6
.
1
3
1
2
)

訂

正

本
紙
11
月
1
日
号
3
面
に
掲
載
し

た
「
債
務
負
担
行
為
の
状
況
」
の
棒

グ
ラ
フ
の
単
位
、
「
O
S
1
億
2
千

万
円
」
と
あ
る
の
は
「
O
S
1
千
200

億
円
」
の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お

わ
び
し
ま
す
。
（
財
政
課
）

ー 咽ー
多摩平小児科（児科） 橋本クリニック（外・整・皮舟還•胃科）
多摩平7-6-3!!584-6002 東豊田4-23-l O !!586-7725 

至神明
豊田駅 r¥ 中央線 ___日

g 

一日野本町1-7-2ff584-l 661 土曜日曜日、祝日
l 9 :3□~22:30（受け付けは22:20まで）
至立川駅

高幡308-l ff回594-2111
日曜日、祝日

g:00~12:00、l3:00~ l 7:00 
（受け付けは16:00まで）

モノレール高幡不動駅n}至新井橋

i 
救急病院11月後期宿日直予定表

一

一

市

至
八
王
子

至
八
王
子
駅

花輪病院
ff582-006 

内

科

内

外

科

科
一
外

科

19
図
一
小
児
科
一
外

科

◇ ・昼 .).夜
（注）診療科目は変更される場合があります。事前に急患テレホンセンター（日野消防暑ft581-0119)へ問い合わせを

20 I 21 I 22 - 25 I 2s I 21 I 2a I 29 I ao 
（水） （木） （金） て 多下、 （月） （火） （水） （木） （金） （土）

内小内 ＂ 内 小内小内 む』

児
・・ 見 児

・ 内小

児

科科 :ぶ9A 9．へ 科 科科科科科科

整眼 ：，ヽ < .4 皮整眼外外 ◇』
形 形 脳脳

外
．・ 膚 神神

外 経経
外外科科 ' ,9ヽ 、ヽ 科科科科科科科

婦人科

科
一
外

科
一
産

外

科

内

外

科

外

科

内

科

内

科

外

科

内

外

科

外

科

内

科

内

科

内

外

科
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平成14年麿

⑭朧且⑩翰F磐⑳桟湿日本経済の落ち込みが続き、民間企業においては激しいリストラの風が吹き荒れる中、民間と公務員

との賃金格差是正を図るため、国の人事院も戦後初めて給与水準のマイナス勧告を公表しました。ま

た、これを受け東京都も給料の4％の暫定削減に加えマイナス勧告を行っています。

このような状況を踏まえ、今号では市職員の給与や定員等の状況について、その概要をお知らせする

とともに、あわせて財政健全化に向けたこれまでの取り組みと今後の方向性をお知らせします。なお、

この公表は、国からの通達の公表基準に沿った内容のものとなっています。 （職員課）

日野市
105.1- 18番]指数

平成13年 4月 1日現在、日野市一般行政職（一般職

のうち亭務職昌等の行政職）の給料月額の水準は、国

のそれを100とした場合に105.1となっています（ラス

パイレス指数）。

これは前年度 (105.6全国17番目）からは改善しまし

たが、全国の市町村からすると、上から18番目東京

都26市中14番目（昨年は8番目）となっています。
►これまで以上に給与抑制を
このような社会情勢のもと、名市も給与水準の改善

を同様に行い水準が下がってきています。日野市も、

これまで以上の給与抑制措置を進めていかなければな

らないと考えています。

国ラスパイレス指数••毎年 4 月 1 日を基準日とする地

方公務邑実態調査をもとに、年末に国が確定した数値

を公表しているもので、給与水準の一つの目安となる

ものです。ただし、一般職目のうち作業負等の技能労

務職については、ここに含まれていません。

●過去5年間のラスバイレス指数の推移
107.8. 

107.4 

107.0 

106.6 

106.2 

105.8 

105.4 

105.0 
平成9年

血
匿四工

10年 11年 12年 13年

ト7位
％が人件費に

平成13年度決算では、普遅会計に占める人件費割合

は23.9％で東京都26市中 7位となっています。これを

経常収支比率でみると市税等の経常一般財源の35.4%

を人件費に充てていることになリます。

昨年度に比べその比率は下がってはいるものの、こ

の穀値からみても人件菩は財政を圧迫している大きな

要因といえます。

►人件費割合22％を目標に

市では行財政改革の中で、歳出（普通会計）に占め

る人件菩の割合を22％とする具体的な目標を掲げてい

ます。

この数値を達成するため、市立保育園・幼稚圏、学

校給食の運営形態、ならびに清掃事業の形態について

今後検討を行っていくことが必要と考えています。

地方公務呉法第24条の規定をもとにした職務給の導

入を今年の？月 1日から行いました。

これは、今までの「適し号俸」と呼ばれる職務と職

責にかかわりなく、また一般行政職と技能労務職が同

じ給料表を適用していたのに代わり、それぞれの職務

と職責に応じた別々の給料表に基づく給与体系をつく

゜

ったものです。

職務給導入で、昇任、昇格等で職務が困難になリ、

責任が重くなればそれに応じて給料の等級が上がって

いく仕組みがつくられました。

まだ、市立病院の医療職目については職務給の導入

に至っていませんが、現在導入に向けての準備を進め

ています。

国地方公務昌法第24条..・ 「職目の給与は、その職務と

費任に応ずるものでなければならない」と職務給の原

則をうたっています。

特別昇給の一部を廃止

職務給の導入に伴い、これまでの通し号俸制度のも

とで生じた、年齢間の賃金格差解消のため、また業務

実績を考慮し、一般職全体を対象に行ってきた「27歳

特屏」や「成績特昇」の制度を廃止しました。

人件費比率を抑え財政の硬直化を緩和させるため、

定員適正化計画にもとづく職邑定数の削浅を行ってき

ました。

しかし、職昂数の削減によリ市民サービスの低下が

生じることが決してないよう職邑の適正な配置等も合

わせて行っています。

主な削減内容

・学校給食の民陸委託 (2校）

・小学校事務職員の引き上げ (19校）

・小学校用務負の 1人体制 (19校）

・幼稚園、小学校の統廃合 (1園、1校） 等

市長、助役および収入役の平成14年 6月、 12月、平

成15年3月に支給する期末手当における役職加算率を
引き下げ、支給額の減額措置を取っています。

役職加算率の引き下げ（内訳）

●特別職

市長 ：20％から15％引き下げ5％に

助役： 20％から12％引き下げ8％に

収入役・教育長： 20％から10％引き下げ10％に

●一般職

一般職についても、役職加算率を蔀長 5%、課長

4%、課長補佐 3%、係長2%、その他該当者 1％を

それぞれ引き下げるとともに、国と同様に期末手当の

年間支給数を0.05月引き下げました。

●人件費の状況（平成13年度普通会計決算）

巴9:〗517：ここI12億4'sf!,::：干円I123;]：千円1りさI?9
（注）1．笞通会計…全国一律の基準で地方の財政状況を把握し、相互に比較できるように国が導入し
ている会計概念。日野市の場合、一般会計から老人保健医療事業関係経費を除き、下水道事
業特別会計のうちの都市下水路関係経費｀土地区画整理事業特別会計を加えたものが普通会
計となります。
2人件費…予算科目のうち報酬、給料、職員手当、共済費（地方公務員等共済組合負担金）、災
害補償費（地方公務員災害補償塞金負担金）の5つの項目と職員互助会交付金で構成。一般
職（一般行政職及び技能労務職）だけでなく、市長等の常勤特別職や市議会議員、各種審議
会委員等の非常勤特別職に係るものも含まれます。
3．人件費のうち経常的なものは、給与費の抑制措置や職員定数の削減により減少傾向にありま
すが、定年退職者等の数により退職手当が変動するため、総額では年度により若干の増減が
みられます。

●職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成14年4月1日現在）

（注）［平均給与月額…給料に諸手当を加えたものの平均月額です。ただし期末・勤勉手当（一時金）
は除きます。
2日野市や東京都の技能労務職に1本、国にはない清掃などの業務に従事する職員も含まれてい
ます。

●職員給与費の状況（平成1~度普通会計予算）

員：

今号では、現在の厳しい社会経済状況を踏まえた、

市職目の給与削減の取リ組みについてお知らせしてき

ました。しかし、課題解決に向け必ずしも十分な対応

が取れていない内容もあリます。そこで、今後も現在

の社会状況を十分に踏まえ、給与抑制に向けて次のよ

うな取り組みを積極的に行っていきます。

・人事院のマイナス勧告を踏まえた職負給与の削う咸

・職務給導入に伴う昇任・昇格制度の確立

人事評価制度の確立と成績率の導入

・職貝定数の削浅継続

・住居手当•特殊勤務手当など諸手当の適正化

・勧奨退職制度の見直し

●部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年4月1日現在）

職員没
痒ふ＼,~： ［ ，口鳳 暑1事務事業の見直し

民生 356人 364人 8人

一般行政部門

特別行政部門

普通会計

公営企業等
会計部門

合

生

働

水

工

木

衛

労

農

商

土

l」I

教育
一計

病院

下水道
その他

小計

計

計

94人
2人
8人
2人
128人

835人

342人

1,177人

231人

21人
86人

338人

1,515人

94人
2人
8人
2人
133人

846人
(19人）

303人

1,149人

253人

精神保健関係事務の東京都からの事務移
管。欠員の補充。東部子ども家庭支援セ
ンター業務の正規職員化。

0人
0人
0人
0人
5人

11人
(19人）

△39人

△28人

式新病院開院に伴う看護師等のスタッフ増

学校用務員の 1校1人化に伴い公的施設
の営繕関係業務を集約し業務サポートチ
ームを新設

20人△l人
87人 l人

360人 22人

1,509人 △6人
(19人） （19人）

（注）l．教育長を含む一般職（一般行政職・技能労務職）全体の職員数です。条例上は定数外となる
職員（一部事務組合及び外郭団体への派遺職員、病気等による休職中の職員）の取り扱いは、
次のとおりです。
①一部事務組合のうち多摩農業共済事務組合への派遺職員 l人については、公営企業等会計
部門の「その他」に算入。他の2つの事務組合への派遺職具3人については、集計から除外。
②日野市の外郭団体への派遣職員及び病気等による休職中の職員については、普通会計の各
部門の集計に算入。
2．上記1の条例上の定数外職員①及び②を除外した一般職の職只数は、教育長を含め、平成13
年度が1,501人、 l4i'jc度が1,495人となっています。
3．事務事業の見直しは、第2次行財政改革大綱・実施計画に至づくものです。なお、市立病院
の職員定数は、第2次行財政改革大綱・実施計画に基づく定数削減とは別に管理し、適正な
人員配置を実施しています。
4. ( )内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。

事務事業の見直し

水道浄水場24時間勤務聰場の業務増によ
る増員

●一年匹四等級別職員数の状況

戸
（平成1牡E4月 1日現在）

3等級 4等級 5等級 6等級

課長補佐係長 主事

54人 144人 401人 12人
(3人） （16人）

58.0% I 1.7% 
(15.8%) I (84.2%) 

¥〉＿t1洋前の構成比ぷ 2.8% 7.5% 9.9% 19.0% 58.8% 2.0% 
ミ'5年前の構成比•: 2.0% I s.2% I s.0% I 11.2% I as.4% I 4.4% 
（注）1．市の給与条例に至づく給料表の等級区分による職員数です。
2標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。
3. ( )内は再任用短時間勤務職員であり、外書きです。

平成
12年度

平成
13年度

2.9% 8.7% 7.8% 20.9% 

●定員適正化計画の数値目標及び進ちょく状況

＊この表の「定員適正化計画」は第2次日野市行財政改革大綱により作成しており、その中で平成
14年6月に新病院として開院した市立病院については、総合病院経営健全化計画に茎づいて別途
管理するため、計画から除かれています。
①定員適正化目標（数値・率）
•平成11年度～平成13年度の 3 年間で一般行政部門及び特別行政部門を80人削減する。 削減率は計
画年度における一般行政部門及び特別行政部門職員全体 (1,234人）の6.5％を目標とする。
•平成14年度～平成204'度にさらに130人を削減し、最終的な削減率は計画年度における一般行政
部門及び特別行政部門職員全体 (1,234人）の17.0％を目標とする。
R定員適正化の概要
(1)配置墨準及び事務事業の見直し (2)定数配置に伴う職員の配置転換
郭団体等の活用 (4)専門技術者、再雇用職民、嘱託、臨時職員の活用
③定員適正化計画の年次別進ちょく状況（実績）の概要 （各年4月1日硯在）

認’:I守ャ＇請 可＼｝
:」、12 1" 

へ，孟誓

●昇給期間短縮の状況

年度,I認心ぅ＼が区
臨員数 (A)

普通昇給期間を短縮して昇給した聰員数
(B) 

比率 (B/A)

職員敬 (A)

普通昇給期間を短縮して昇給した職員数
(B) 

， 比率 (B/A) | 449%| 7.85%| 5.49％ 

（注）1．昇給期間短縮…通常12カ月とされる普通昇給（定期昇給）の期間を短縮して昇給さ
せる措置のことをいいます。
2．平成12年度から保育士・児蘊厚生員等の福祉職を一般行政職から除外しています。

i政職l：Jt能労m|、え合 ；計
707人 307人 1,014人

52人

7.36% 

691人

31人

40人

13.02% 

293人

23人

計

691人
(19人）

100.0% 
(100.0%) 

100.0% 

100.0% 

9払

9.07% 

984人

54人

●定員適正化計画の年次別進ちょく状況（実績）の内訳

◎一般行政部門

ず
（別に組替12)

6 

△17 
（別に組替12)

847 
（組替後835)， 

△ 8 

342 

組替後1

（組替12)

△ 1 
（別に組替12)

95 
95 

95 
（組替後107) （組替後107)

減員ー 20 I 27 I 58 I 105 

増員ー 1 I 30 I 31 

差引ー △20 △26 △28 △74 △80 

職員数 1,330 I 1,310 I 1,284 I 1,256 I 1,256 I 1,250 

（注）1．平成14年6月に開院した新市立病院については、別途管理することになっています。
2．表中` 平成13年度に一般行政部門から公営企業部門（市立病院を除く）へ組み替えた12人（の
ちに 1人減員）は、介護保険担当の職員です。

一般行政

特別行政

公営
企業等

邑）
合 計

減

増

差

差

員

員

弓I

職員数

減員

増員

差引

職員数

減員

増員

引

職員数

877 

357 

96 

19 

6
 
△13 

864 

7
 

△ 7 

350 

96 

13 

24 

11 

858 

44
-5
-
頌

-303-l
-
1

゜

(3)民営化、業務委託、外

55 
（別に組替12)

36 

△19 
（別に組替12)

858 
（組替後846)

60 

6 

△54 

303 

l 

△ 1 

△52 I 36.5% 

△28 192.9% 

92.5% 

職員数

減員

増員

差引

職員数

減員

職員数

減 員

183 

64 ロ62 64 

8
 
17 

62 

4
 
29 

員 3
 

cr＿
 

12 17 

引 △ 5 △15 8
 

△12 

員数

員

員

弓I

員数

員数

員数

員

員数

員

員

弓I
員数

' 9 

◎特別行政部門

376 

96
-g

8

 

3
 

135 

371 356 

2
-
9
4
-
3
8
＿ー
＿2
＿6

△
 

364 

9
4
-
2
＿8
 

364 

（各年4月1日現在）

（減員理由）
・事務事業の見直し
・欠員不補充
（増員理由）
. Jネット関係職員配置

（減員理由）
・事務事業の見直し

（減員理由）
・事務事業の見直し
．欠員不補充
（増員理由）
・法令等の制定改正
・精神保健福祉業務の都から
の事務移管準備

（減員理由）
・事務事業の見直し
・欠員不補充
（増員理由）
・環境行政の推進

●職員の初任給（給料）の状況

区

（注）東京都の（

（平成14年4月 1日現在）

分

9
-

3・
-
E'・
 

）内は、給与減額後の支給月額です。
.• 

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（平成14年4月1日現在）

噸行政職（
大学卒.. 
高校卒Eコ

技能労務臓 匿3

万円
40 

30 

20 

10 

゜
経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

（注）経験年数…採用後の在職年数です。ただし、 中途採用
者については採用以前の前歴を換算して計算したもの
をいいます。

扶養親族

●特別職の報酬等の状況（平成14年4月1日現在）

因ャl-の月額1`ヤ 風末手当
長 990,000円市

助

収
入

役

役

給

料 845,000円

785,000円

6月期 1.95月
12月期 2.10月
3月期 0.5月
計 4.55月

議

副
議

長

長

常任委員長

議会運営委員長

議 員

報

酬

625,000円

560,000円

550,000円

550,000円

545,000円

月
月
月
月

1
5
5
1
 

9
i
2
c
"
i
u
”
i
 

期

期

期

月
月
月
計

6
2
3
 

ー

,
'
iI

i

つ古‘

毎
月
決
ま
っ
て

‘ら

，ヽ
・

●薩員給与費の概要（国との比較）

給料 仕事の内容や責任に応じて給料表、級などによって区分されており、民間の基本給に相当するもの

扶養手当

区分

配偶者

l逗-)

…民問における賃金や物価が特に高い地域に勤務する臓員に支給される手当
分 」 Fヽ•~•~い~ rヽ．、6 ，．

給 率

給対象職員

1人当たり平均支給額

2
-
2
て

U
-
9
6
-2
＿8

3

＿ー

△ l 

134 

2
 

△ 6 

128 

2
-
2
-
7
-
5
-133 

4
-2

＿竺
94
-2

＿8
-
l
-2
-
9
-7

＿位
＿133

（減員理由）
・事務事業の見直し

（減員理由）
・事務事業の見直し
・欠員不補充
（増員理由）
・業務サポートチーム設置

減 員 8
 ，
 

44 61 

1'増 員 5
 
7
 

差 弓I △ 7 △ 8 △39 △54 

職員敷 357 350 342 303 303 

（減員理由）
・事務事業の見直し
小学校事務職員の引上げ・
小学校用務員完全1校1人
化・中学校給食2校の民問
委託・幼稚園の統廃合
（増員理由）
・学校事務集中管理化
・児童増加による給食数増

◎公営企業等（市立病院を除く）

減員

職員数

減員

` 
員

21 21 21 

12 

1
-20 

l 

20 

13 

差 弓I 11 12 

職員数 75 75 86 87 87 

（減員理由）
・事務事業の見直し

（減員理由）
・欠員不補充
（増員理由）
•水道浄水湯業務増
・介護保険担当職員12人を一
般行政部門から組替（平成
13年度）

市役所代表電話 TEL.042-585-1111 

通勤手当

区分

交通用具利用

交通機関利用

その他 管理職手当等

［三ロミ三：職員全体に占める手当支給職員の割合 I 44.3% 

i 
支給対象職員1人当たり平均支給年額 I 203.653円

支給額の多い手当＝①医師手当②変則勤務手当（看護師） ③清掃手当④緊急対応手当（病院）
⑤不規則勤務手当

多くの職員に支給されている手当＝①不規則勤務手当②変則勤務手当（保育園） ③変則勤務手当
（看護師） ④税務業務手当⑤清掃手当

（注）1．医師に支給された特殊勤務手当（医師手当等）を除いた1人当たりの平均支給年額は119,766円です。
2．特殊勤務手当は全部で1冴重類あります。
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0

1
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碑

⑬

市

）

状

ニ
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ニ

F
 

分

計

区 分

勤続叩年

25年
35年

最高限度

退職者1人当たりの
平均支給額(13年度）

支
給
率

その他の
加算措置

退職時特別昇給 I 定年等退職の場合原則 1号給、特別2号給

（注）1普通退職とは自己都合などによる退職をいい、定年等退職とは、定年（原則60歳）または勧奨な
どによる退職をいいます。
2日野市の支給率は平成13年度当初から、普通退職は都と同率に、定年等退職は平成15年度まで段
階的に都と同率に引き下げています。
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談
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民
活
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原稿締め切り日

12月 15日号…••1 l月27日（水）
1月 1 日号…••12月 10日（火）

原稿は邸送かご持参で受け付け／政治・宗教・営利に関するも

のは掲載不可／問い合わせは各文末の代表者へ。市は関与し

ていません／特に記載のないものは原則無料／掲載後に苦情

があったものは、今後の掲載を見合わせていただきます
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＊
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
講
習
会

11
月
1
6
日
か
ら
の
土
曜
・
日
曜
日

2
S
3
時
間
／
講
師
宅
（
旭
が
丘
2

丁
目
）

／
2
千
500
円
※

18
歳
以
下
2

千
円
／
井
口
（
6
5
8
3
.
7
8
8
2
)

＊
学
習
会
・
相
談
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
会
5
私
ら
し
さ
っ
て
な
あ
に
？

11
月
1
7
日
⑲
午
後
2
時
30
分
8
5

時
／
中
央
公
民
館
／
30
人
／
500
円
／

子
ど
も
人
権
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
（
綾

部
6
5
9
2
.
1
8
5
7
)

＊
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
市
民
公
開
講
座

こ
け
た
ま

「
季
節
の
植
物
で
つ
く
る
苔
玉
」

11
月
2
1
日
困
午
前
1
0
時
30
分
S
午

後
0
時
30
分
／
杉
野
学
園
百
草
教
室

/
25
人
／
3
千
円
（
教
材
費
）

／
杉

野
学
園
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
事
務
局

(
f
t
0
3
.
3
4
9
1
.
8
1
5
1
午

前
9
時
S
午
後
5
時
）
へ
申
込

＊
日
野
警
察
の
お
ま
わ
り
さ
ん
と
一

緒
に
護
身
術
を
体
験
し
よ
う

11
月
27
日
困
午
後
2
時
30
分
か
ら

／

一
小
／
護
身
術
、
ビ
デ
オ
上
映
、

防
犯
の
心
得
な
ど
／

一
中
地
区
の
方
対

象
／
三
瓶

(6
5
8
5
.
5
8
6
8
)

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方
教
室

11
月
29
日
S
1
2
月
20
日
の
金
曜
日

午
後
6
時
30
分
S

8
時
30
分
／
豊
田

駅
北
交
流
セ
ン
タ
ー
／
基
礎
S
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
／
先
着
1
6
人
／
2
千
円
／

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ひ
の
（
松

村
6
5
8
2
.
0
0
7
0
)

へ
申
込

＊
旭
が
丘
小
家
庭
教
育
学
級
「
親
子

で
聞
く
星
の
話
」

11
月
30
日
g
午
前
1
0
時
S
1
1
時
30

分
／
旭
が
丘
小
※
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
を
／
上
履
き
持
参
／
原
田
(
6

•9406) 6
 
8
 
5
 
*
N
P
O
法
人
日
野
福
祉
の
学
校
連

続
講
座
11
月
30
日
国
午
後
2
時
か
ら
／
実

践
女
子
学
園
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
／

生
き
る
意
味
と
価
値
8
筋
ジ
ス
症
児

の
生
と
死
に
学
ぶ
／
800
円
／
同
校

(
6
5
8
6
.
4
0
4
4
)
 

＊
社
交
ダ
ン
ス
ひ
ま
わ
り
開
設
10
周

年
特
別
講
習
会

1
2
月
ー
2
月
の
水
曜
日
午
後
7
時

S

9
時
か
金
曜
日
午
後
3
時
S

4
時

30
分
（
全
11
回）

／
湯
沢
福
祉
セ
ン

＊
⑮
倫
理
研
究
所
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

11
月
2
1
日
困
午
後
2
時
S

3
時
30

タ
ー
／
モ
ダ
ン
・
ラ
テ
ン
4
種
目
／

初
心
者
・
中
級
者
／
3
千
円
／
横
野

(
6
5
9
2
.
8
4
0
3
)

へ
申
込

＊
山
口
勉
遺
作
展

11
月
1
9
日
g
s
2
1
日
困
午
前
9
時

30
分
i
午
後
8
時
30
分
※
1
9
日
は
午

後
1
時
か
ら
、
2
1
日
は
午
後
4
時
30

分
ま
で
／
市
民
会
館
展
示
室
／
歌
舞

伎
十
八
番
を
中
心
に
し
た
油
彩
、
陶

製
仮
面
な
ど
／
山
口
（
6
5
8
4
.
6
2
1

9
)
 

＊
未
来
ア
ー
ト
ハ
ガ
キ
E
作
品
展

11
月
1
9
日
g
S
2
4
日
⑲
午
前
1
0
時

S
午
後
4
時
30
分
／
高
幡
図
書
館
／

稲
村

(
6
5
9
1
.
3
6
9
7
)

＊
あ
な
た
も
私
も
輝
く
絵
手
紙
展

11
月
1
9
日
因
S
2
4
日
⑩
午
前
11
時

S
午
後
6
時
※
最
終
日
は
午
後
5
時

ま
で
／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／

新
日
本
婦
人
の
会
日
野
支
部
（
田
代

6
5
9
3
.
4
7
4
4
)
 

＊
オ
カ
リ
ナ
、
フ
ル
ー
ト
、
ケ
ー
ナ

演
奏
会
11
月
2
3
日
詞
午
後
1
時
S

3
時
／

七
生
公
会
堂
／
川
の
流
れ
の
よ
う

に
Ii

か
／
伊
藤

(
f
f
5
9
4
.
7
2
1
8
)

＊
紫
水
会
・
紅
水
会
合
同
水
墨
画
展

11
月
26
日
g
s
3
0
日
g
午
前
1
0
時

S
午
後
5
時
※

26
日
は
午
後
1
時
か

ら、

30
日
は
午
後
3
時
ま
で
／
市
民

会
館
展
示
室
／
海
谷
（
6
5
8
1
.
8
3

6
4
)
 

＊
な
な
お
キ
ル
ト
の
会
作
品
展

11
月
26
日
図
S
1
2
月
1
日
同
午
前

10時
30
分
S
午
後
5
時
※
最
終
日
は

午
後
3
時
30
分
ま
で
／
と
よ
だ
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
市
ノ
瀬

(
6
5
9
2
.
3

8
1
6
)
 

＊
大
塚
み
ど
り
と
仲
問
違
の
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト
展

11
月
27
日
困
S
2
9
日
画
午
前
1
0
時

S
午
後
2
時
※
最
終
日
は
午
後
1
時

ま
で
／
高
幡
図
書
館
／
手
づ
く
り
暮

ら
し
の
会
（
大
塚
6
5
9
1
.
2
7
3
8
)

分
／
高
幡
そ
ろ
ば
ん
塾
／
300
円
（
資

料
代
）

／
近
藤

(
f
f
5
9
1
.
5
0
4
1
)

＊
中
央
大
学
講
演
会

①
11
月
28
日

g
…
落
合
恵
子
氏

「
い
の
ち
の
感
受
性
」

／
②
12
月

6

日
⑯
…
鷺
沢
萌
氏
「
い
ま
と
い
う
時

代
の
私
た
ち
」

／
い
ず
れ
も
午
後
3

時
S

4
時
30
分
／
同
大
／
同
大
学
生

課

(
6
0
4
2
6
.
7
4
.
3
4
7
1
)

＊
講
演
会
「
音
楽
と
心
と
体
」

11
月
30
日

g
午
前
1
0
時
S
正
午
／

よ
し
な
り

三
小
／
小
林
能
成
氏
（
東
京
純
心
女

子
大
学
講
師
）

／
都
立
八
王
子
束
養

設
学
校
教
育
相
談
室
(
6
0
4
2
6
.

4
6
.
8
1
2
0
)
 

＊
南
平
高
校
P
T
A
講
演
・
講
習
会

「
お
し
ゃ
れ
講
座
」

1
2
月
7
日

g
午
後
2
時
S

4
時
／

都
立
南
平
高
校
／
美
し
い
と
は
？
美

し
く
な
る
方
法
、
印
象
を
左
右
す
る

眉
の
整
え
方
（
実
習
）

／
成
人
／
林

(
f
f
o
4
2
6
.
3
7
.
9
4
3
0
)
 

↓
 
一

＊
閉
＋
一
月
東
部
ふ
れ
あ
い
寄
席

1
月
24
日
⑲
午
後
2
時
か
ら
／
東

部
会
館
／
東
家
夢
蔵
ほ
か
に
ぎ
や
か

社
中
／
日
野
古
典
芸
能
を
楽
し
む
会

（
片
山
6
5
8
4
.
9
9
1
6
)

＊
笑
栄
会
落
語
発
表
会

11
月
24
日
個
午
後
2
時
か
ら
／
中

央
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
日
夜
古
典
落
語

の
習
得
に
励
む
会
員
の
成
果
を
披
露

／
小
泉

(
6
5
8
6
.
0
5
4
0
)

＊
東
豊
田
緑
湧
会
「
東
聾
田
み
ど
り

の
集
い
」
11
月
30
日
山
午
後
1
時
S

3
時
／

黒
川
清
流
公
園
／
写
真
展
示
、
笹
舟

レ
ー
ス
、
丸
太
切
り
、
リ
ー
ス
作
り

／
小
学
生
以
上
で
自
然
の
大
好
き
な

方
／
小
松
(
〖5
8
3
.
8
2
3
6
)

＊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
サ
ー
ク
ル

20
周
年

記
念
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
発
表
会

11
月
30
日
①
午
後
1
時
30
分
か
ら

／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル／三
島
（〖

5
8
2
.
0
9
4
3
)
 

＊
八
坂
み
こ
し
愛
好
会
「
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
も
ち
つ
き
大
会
」

12
月
1
日
⑲
午
前
11
時
か
ら
※
小

雨
実
施
／
八
坂
神
社
／
焼
き
そ
ば
、

野
菜
販
売
口
／
同
愛
好
会
（
馬
場
6

5
8
1
.
3
3
0
4
)
 

＊
浅
川
流
域
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
川

で
遊
ぼ
う
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

1
2
月
1
日
⑲
午
後
1
時
30
分
i
4

時
5
0
分
／
八
王
子
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
／
講
演
、
事
例
紹
介
、
意
見
交

換
／
200
人
／
300
円
／
中
尾

(6593.

8
7
9
7
)
 

＊
秋
の
人
形
劇
公
演

11
月
2
3
日
励
午
後
2
時
か
ら
／
東

部
会
館
／
た
べ
ら
れ
た
や
ま
ん
ば
げ

/
500
円
／
人
形
サ
ー
ク
ル
う
ど
の
大

木
（
原
田
B
5
8
6
.
9
5
1
9
夜
間
）

＊
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
口
肛
門
・
人

口
膀
眺
保
持
者
）
の
集
い

12
月
8
日
⑱
午
後
1
時
か
ら
／
市

立
病
院
／
ド
ク
タ
ー
・
ナ
ー
ス
と
の

懇
談
会
、
新
病
院
の
見
学
／
船
日
本

オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
三
多
摩
支
部
（
村

上
6
5
8
6
.
9
1
8
8
)

＊
地
理
・
地
図
・
旅
を
楽
し
む
会
の

催
し
文
「
月
の
地
図
展
…

11
月
27
日
困
S

12月
1
日
⑲
に
高
幡
図
書
館
で
▼
地

理
講
座
…

11
月
2
2
日
細

・
29
日
細
午

後
2
時
S

4
時
に
高
幡
図
書
館
で
▼

小
さ
な
旅
①
伊
勢
神
宮
初
詣
…
1
月

1
日
的
ま
た
は
2
日
困
②
富
士
山
一

周
（
列
車
の
旅
）
・
・
・
1
月
中
旬
※
費

用
等
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
／
12

月
1
5
日
⑲
ま
で
に
申
込
／
菊
澤
(
6

5
9
1
.
3
3
7
8
)
 

＊
日
野
市
ミ
ニ
テ
ニ
ス
協
会
レ
デ
ィ

ー
ス
大
会

11
月
29
日
画
午
前
9
時
S
正
午
／

南
平
体
育
館
／
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
／
500
円
／
11
月
20
日
困
ま
で

に
同
協
会
事
務
局
（
五
十
嵐
6592.

5
6
8
2
)

へ

＊
日
野
市
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
秋

季
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

11
月
30
日
3
午
後
5
時
S

8
時
／

南
平
体
育
館
／
1
千
500
円
※
プ
ロ
の

デ
モ
ぁり／
阪
田

(
6
5
8
3
.
9
9
8
8
)

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
級
者
講
習
会

12月
5
日

g
午
前
9
時
ー
午
後
3

時
／
旭
が
丘
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
／
300
円
／
目
黒

(
6
5
9
1
.
6
6
0

5
夜
間
）

＊
ミ
ニ
テ
ニ
ス
交
流
会

12
月
7
日
①
午
前
9
時
ー
午
後
4

時
／
南
平
体
育
館
／
基
本
練
習
、
ゲ

ー
ム
／
1
千
円
／
日
野
市
ミ
ニ
テ
ニ

ス
連
盟
（
武
石
6
5
8
4
.
6
3
1
8
)

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
支
援
秋

ま
つ
リ
ハ
ザ
ー

11
月
24
日
⑲
午
前
1
0
時
5
午
後
2

時
／
バ
ザ
ー
ル
、
イ
ベ
ン
ト
、
模
擬

店な
ど／
賛
助
会
・
実
行
委
員
会

(
6

5
8
2
.
3
1
3
6
)
 

＊
朝
鮮
文
化
と
ふ
れ
あ
う
つ
ど
い
＆

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

12月
1
日
⑲
午
前
1
0
時
30
分
S
午

後
3
時
※
雨
天
の
場
合
は

8
日
⑲
／

府
中
公
園
（
府
中
市
）

／
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
朝
鮮
民
族
音
楽
・
舞
踊

•
朝
鮮
料
理
な
ど
／
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
友

の
会
（
松
野
6
0
3
.
3
3
2
1
.
6

6
7
7
)
 

先
着
順
で
掲
載
し
ま
す
。
2
度
目

以
降
の
掲
載
は
前
回
掲
載
日
の

3
カ

月
後
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
山
吹
の
会
」

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
S

3
時
／

コ
ニ
カ
体
育
館
／
初
級
者
か
ら
※
見

学
歓
迎
。
プ
ロ
の
指
導
ぁ
り
／
月
2
千ふち

500
円
／
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
持
参
／
渕

(
6
5
8
3
.
4
6
3
8
)
 

＊
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
子
ど
も
の
た
め
の

音
楽
小
学
生
ク
ラ
ス

毎
月
第
1
•

第
3
水
曜
日
午
後4

時
40
分
S

5
時
25
分
／
日
野
ラ
・
サ

ー
ル
研
修
所
／
小
1
S
小
3
/
1
回

2
千
円
／
八
王
子
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
を

学
ぶ
会
（
市
村
6
0
4
2
6
.
5
1
.

9
3
9
6
)
 

＊
日
野
市
民
文
学
会
「
読
書
会
」

毎
月
第
3
木
曜
日
午
後
7
時
S

9

時
（
原
則
）

／
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
／
読
書
や
文
章
を
書
く
こ
と
／
20

人
／
ペ
ン
、
メ
モ
用
紙
持
参
／
500
円

／
園
部

(
6
5
8
3
.
9
7
1
0
)

＊
水
彩
画
「
水
耀
会
」

苺
月
第
1
•

第
3
水
曜
日
午
前
1
0

時
S
正
午
／
中
央
公
民
錮
な
ど
／
月

4

去
る
1
0
月
3
日
、
東
京
都
知
事
か

ら
日
野
消
防
少
年
団
団
長
の
早
川
忠

男
さ
ん
（
日
野
台
在
住
・
写
真
右
）

へ
「
東
京
都
青
少
年
育
成
協
力
者
等

感
謝
状
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
長
年
市
民
に
対
し
、
火
災
予
防

の
P
R
等
を
行
う
消
防
少
年
団
の
指

導
者
と
し
て
、
活
躍
さ
れ
て
き
た
功

績
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

＊
日
野
消
防
少
年
団
団
長
早
川
さ
ん

が
東
京
都
知
事
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

千
円
※
初
心
者
歓
迎
。
指
導
ぁり
／
広

e

瀬

(
6
5
9
1
.
4
4
7
5
午
後
6
時
以

降）＊
ュ
ニ
ホ
ッ
ク
チ
ー
ム

H
I
N
o

毎
週
日
曜
日
と
平
日
の
月
5
S
6

回
／
市
内
の
中
学
校
／
高
校
生
以
上

※
初
心
者
・
見
学
歓
迎
／
体
育
館
履

き
、
運
動
着
持
参
／
伊
藤

(6584.

6
7
8
5
)
 

＊
女
声
合
唱
「
プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
」

毎
週
月
曜
日
午
前
1
0
時
S
1
1
時
30

分
／
八
王
子
信
用
金
庫
日
野
支
店
な
ど

／
発
声
の
基
本
か
ら
指
導
／
月
5
千

円
／
清
水
（
6
5
8
6
.
0
2
2
8
)

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
ル
・
レ
ー
ブ
」

毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
か
ら
／
中

央
公
民
館
な
ど
／
多
少
の
経
験
者
※
プ

ロ
の
指
導
ぁり
／
入
会
金
1
千
円
、
月

3
千
円
／
岡
田

(
6
5
8
3
.
7
9
8
3
)

＊
気
功
と
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

毎
週
火
曜
日
午
後
2
時
30
分
S

4

時
／
富
士
電
機
体
育
館
／
中
高
年
の

女
性
の
方
／
体
育
館
履
き
、
バ
ス
タ

オ
ル
持
参
／
入
会
金
1
千
円
、
月
3

千
円
／
和
田

(
6
5
8
6
.
3
6
6
7
)
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■乗
鞍
高
原
日
野
山
荘
は
平
成
15
年

4
月
か
ら
季
節
開
設
に

日
野
山
荘
の
運
営
の
あ
り
方
に
つ

い
て
様
々
な
検
討
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
保
養
所
と
し
て
存
続
し
な
が

ら
、
経
費
を
大
幅
に
削
減
す
る
方
策

と
し
て
、
平
成
15
年
4
月
か
ら
季
節

開
設
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
間
利
用
者
の
8
割
の
方
が
利
用

さ
れ
る
期
間
に
開
業
す
る
こ
と
に
よ

り
、
経
費
を
約
半
分
に
抑
え
、
よ
り
効

率
的
な
保
養
所
の
運
営
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
よ
り

一
層
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
15
年
3
月
3
1
日
ま
で

は
従
来
ど
お
り
開
設
し
ま
す
。

て
季
節
開
設
の
期
間

4
月
25
日
ー
1
1
月
5
日
※
5
月
ー

7
月
は
第
3
週
の
火
曜
・
水
曜
日
が

休
館
。
9
月
は
第
2
週
の
火
曜
・
水

曜
・
木
曜
日
が
休
館

了
申
込
方
法

宿
泊
日
の

3
カ
月
前
か
ら
（
市
内

在
学
・
市
外
の
方
は
2
カ
月
前
か
ら
）

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
・
夏
休
み
期

間
の
宿
泊
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※
地
球
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
平
成

15
年
4
月
か
ら
歯
プ
ラ
シ
、
タ
オ
ル

に
つ
い
て
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
八

ヶ
岳
高
原
大
成
荘
も
同
様
と
な
り
ま

す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
生
活
課
6
5
8
1
.
4
1
1
2
)

■歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー
の
た
め

の
物
品
を
募
集

恒
例
の
「
歳
末
た
す
け
あ
い
福
祉

バ
ザ
ー
」
を
行
い
ま
す
。
食
料
品
、

雑
貨
、
新
品
か
新
品
同
様
の
衣
料
、

毛
布
、
食
器
、
電
化
製
品
、
家
具
等

の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
、
市
内
の
要

援
護
者
に
見
舞
金
と
し
て
配
分
さ
れ

る
ほ
か
、
様
々
な
在
宅
福
祉
活
動
の

資
金
と
な
り
ま
す
。
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
と
同
様
に
ご
協
力
を
。

物
品
募
集
は
1
1
月
18
日
⑲
S
2
6
日

因
、
バ
ザ
ー
は
1
2
月
1
日
⑲
午
前
1
1

時
S
午
後
2
時
3
0
分
／
中
央
福
祉
セ

ン
タ
ー
／
日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
6
5
8
2
.
2
3
1
9
)
 

●
ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

回
転
市
場
多
摩
平
店
の
営
業
時
間
が

変
更営
業
時
間
が
1
1
月
S
2
月
は
午
前

1
1
時
3
0
分
5
午
後
4
時
3
0
分
に
変
わ

り
ま
す
。

（
同
シ
ョ
ッ
プ
多
摩
平
店
6
5
8
7
.
8

7
0
7
)
 

■市
民
会
館
の
催
し

烹
初
笑
い
新
春
寄
席

1
月
1
9
日
⑲
午
後
2
時
か
ら
／
大

ホ
ー
ル
※
全
席
指
定
／
橘
家
園
蔵
、

玉
川
カ
ル
テ
ッ
ト
、
お
ぽ
ん
•
こ
ぽ

んほ
か
／
2
千
円
、
6
5
歳
以
上

1
千
500

円▼
-

I

＿
多
摩
総
合
舞
踊
発
表
会

12月
1
日
⑲
午
前
1
0
時
か
ら
／
大

ホ
ー
ル
※
入
場
無
料
／
三
多
摩
民
謡

連
盟
出
演
／
日
野
市
舞
踊
連
盟
主
催

て
日
本
の
お
ど
り
「
土
踏
、
波
踏
、

舞
踏
」12月
3
日

g
昼
の
部
は
午
後
2
時

か
ら
、
夜
の
部
は
6
時
3
0
分
か
ら
／

大
ホ
ー
ル
／
5
千
円
※
当
日
5
千
500

円
／
舞
踊
集
団
「
菊
の
会
」
主
催

以
上
、
問
い
合
わ
せ
は
市
民
会
館

(
6
5
8
5
.
2
0
1
1
毎
週
月
曜
日
、

第
2
火
曜
日
は
休
館
）

■学
校
給
食
地
元
産
野
菜
使
用
20
周

年
記
念
「
日
野
の
学
校
給
食
と
農
業

展」作がま野
物協す菜日
等カ -0 を野
のし-
れ
利市

展てを用で
ホ日吃しは
を野口始学
行の 念 め校
い学 し、て給
ま校生 20食
す給産年に
の食者を地
でとと迎元
‘農市え産▲地元の野菜はおいしいよ

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
小

・
中
学
校
で
は
地
元
産
野
菜
を
使
っ

た
「
記
念
給
食
」
を
実
施
し
ま
す
。

11月
18
日
⑲
ー
22
日
細
午
前
8
時

30分
S
午
後
5
時
※

18
日
は
午
前
1
1

時
か
ら
、

22
日
は
午
後
3
時
ま
で
／

市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー
ル
／
写
真
や

絵
で
見
る
地
元
産
野
菜
利
用
に
よ
る

学
校
給
食
の
今
、
当
日
の
学
校
給
食

の
実
物
展
示
（
午
後
1
時
S
4
時）、

地
元
産
野
菜
等
の
実
物
展
示
げ
／
学

務
課
、
産
業
振
興
課

●
選
挙
啓
発
講
演
会
「
平
和
へ
の
願

い
を
こ
め
て
」

明
る
い
選
挙
推
進
事
業
5
0
周
年
を

記
念
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

動活援支の
が
で
．
アジボ

-
i
 

1
1
月
1
9
日

g
午
後
2
時
S
4
時
／

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
／

「
カ
ン
ボ
ジ

ア
支
援
活
動
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ

と
い
っ
ぱ
い
」
／
緒
方
由
美
子
氏

(
N

P
O
国
際
人
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代

表）

／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

■み
ん
な
で
つ
く
る
環
境
講
座
「
落

ち
葉
の
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

こ
の
時
期
の
森
は
た
く
さ
ん
の
落

ち
葉
に
包
ま
れ
ま
す
。
そ
の
森
に
ち

な
ん
だ
曲
を
集
め
た
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
都
立
南
平
高
校
美
術
部
の
展
示

も
行
い
ま
す
。

陵後
公 0 11 
園時月
野 3030 
外分日
ス※(±)
テ雨午
l天前
ジ中 10
／ 止時
七 ／ 30
生南分
中平 S
父丘午▲美しい歌声が森に響きます

親
会
、

ぶ
い
ブ
イ
ク
ラ
ブ
、
七
生
ガ

ー
ル
ズ
、
第
二
幼
稚
園
マ
マ
さ
ん
コ

ー
ラ
ス
有
志
、

童
謡
唱
歌
を
歌
う
会

「
さ
お
ひ
め
」

／
敷
き
物
持
参
／
日

野
市
合
唱
連
盟
協
力
／
中
央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)
 

■三
中
地
区
青
少
年
育
成
会
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
「
落
書
き
消
し
」

三
中
地
区
育
成
会
で
は
日
野
警
察

署
の
「
少
年
の
社
会
参
加
事
業
」
に

参
加
し
、
地
域
の
落
書
き
消
し
を
行

い
ま
す
。
参
加
賞
が
出
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

1
1
月
3
0
日
国
午
前
1
0
時
3
0
分
に
程

久
保
駅
に
集
合
※
雨
天
順
延
／
小
5

S
中

3
/
30人
／
11月
22
日
倫
ま
で

に
申
込
書

（
各
小
・
中
学
校
に
あ
り
）

を
担
任
の
先
生
に
提
出
／
軍
手
持

参
。
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
／
荒
井

(<

592.9644)■青
少
年
健
全
育
成
5
立
川
防
災
館

で
い
き
い
き
体
験
ス
ケ
ッ
チ
ツ
ア
ー

地
鹿
や
煙
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
体

験
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
心
構
え
を

楽
し
み
な
が
ら
身
に
つ
け
ま
す
。
体

験
の
後
は
、
心
に
残
っ
た
場
面
を
ス

ケ
ッ
チ
し
、
優
秀
作
品
に
は
賞
を
差

し
上
げ
ま
す
。

1
2
月
1
4
日
①
午
前
9
時
ー
午
後
3

時
※
午
前
8
時
に
豊
田
駅
・
京
王
線

高
幡
不
動
駅
、

8
時
15
分
に
日
野

駅、

8
時
20
分
に
甲
州
街
道
駅
に
集

合
。
各
駅
か
ら
バ
ス
で
会
場
へ

／
立

川
防
災
館
／
小
学
生
以
上

80
人
※
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
1
1
月
2
9
日

画

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

学
年
、
性
別
、

電
話
番
号
、
乗
車
希

■ね
こ
の
飼
い
方
講
習
会

人
と
ね
こ
が
快
適
に
暮
ら
し
て
い

望
場
所
を
記
入
し
、
〒

1
9
1
|
0
0
1

1
日
野
本
町
1
の

6
の
2
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
内
日
野
市
役
所
生
活
課

い
き
い
き
体
験
ス
ケ
ッ
チ
ツ
ア
ー
係

(
6
5
8
1
.
4
1
1
2
)

へ

■の
ん
び
り
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

S

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル

1
1
月
2
9
日
S
1
2
月
13
日
の
毎
週
金

曜
日
／
①
の
ん
び
り
コ
ー
ス
…
午
前

10
時
S
1
0
時
4
5
分
②
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

コ
ー
ス
…
午
前
1
1
時
S
1
1
時
4
5
分
／

全
日
程
参
加
で
き
る
成
人
／
各
コ
ー

ス
15
人
※
①
②
と
も
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
／
900
円
（
プ
ー
ル
使
用
料

3
回
分
）

／
1
1
月
2
1
日
困
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

面
に
希
望
コ
ー
ス
、
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
、
返
信

用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

〒
191ー

0
0
1
1
日
野
本
町
1
の
6

の
2
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
温
水
プ

ー
ル
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
係
(
〖

5
8
2
.

0
0
0
2
※
月
曜
定
休
）
へ

■さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

5
日
野

七
橿
神
め
ぐ
り

12月
1
日
⑱
午
前
8
時
に
宗
印
寺

（
平
山
6
丁
目
）
に
集
合
※
雨
天
実

施
／
宗
印
寺
（
布
袋
尊
）
↓
善
生
寺

（
大
黒
天
）
↓
延
命
寺
（
寿
老
尊
）

↓
安
養
寺
（
毘
沙
門
天
）
↓
石
田
寺

（
橿
禄
寿
）
↓
真
照
寺
（
恵
比
寿
天
）

↓
高
幡
不
動
金
剛
寺
（
弁
財
天
）

／

100
円
（
当
日
徴
収
）

／
飲
み
物
持
参

※
4
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
さ

れ
た
方
は
参
歩
証
の
持
参
を
／
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
12
月
利
用

分
抽
選
会

11月
20
日
困
／
①
体
育
館
…
午
後

2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
3
時
③
校

庭：
4
時
／
市
役
所
5
階
505
会
議
室

／
学
校
体
育
施
設
開
放
利
用
団
体
登

録
証
を
持
参
の
方
対
象
※
中
学
生
以

下
は
不
可
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

依
田
学
海

(
1
8
3
3
ー
1
9
0

9
)
は
明
治
時
代
の
劇
評
家
・
劇
作

家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
維
新
期

に
は
佐
倉
藩
（
千
葉
県
）
の
藩
士
と

し
て
活
躍
し
、
維
新
後
は
新
政
府
に

つ
か
え
た
が
、
明
治
1
4
年

(
1
8
8

1
)
に
辞
職
、
劇
作
や
演
劇
改
良
の

先
駆
者
と
し
て
伊
藤
博
文
ら
政
府
要

人
に
歌
舞
伎
を
認
め
さ
せ
た
。

明
治
20
年
4
月
3
日
、
百
草
村
出

身
の
生
糸
商
人
青
木
角
蔵
に
よ
っ

て
、
百
草
園
が
開
園
さ
れ
た
。
そ
の

こ
ろ
、
依
田
は
山
水
の
景
観
に
魅
せ

く
た
め
の
講
習
会
で
す
。
ね
こ
に
関

心
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

12
月
7
日

g
午
後
2
時
S
4
時
3
0

分
／
南
多
摩
保
健
所
（
多
摩
市
）

／

健
康
管
理
、
し
つ
け
、
人
畜
共
通
感

染
症
等
／
講
師
・
渡
邊
健
氏
（
獣
医

師）

／
南
多
摩
保
健
所

(6042.371

•7661) 
■消
費
生
活
講
座
「
ハ
ー
ブ
を
使
っ

て
簡
単
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
ミ
ニ
温

室
を
作
り
ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
い

簡
単
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で
、
く
ら
し
の

中
に
ハ
ー
ブ
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

12月
3
日
因
午
後
2
時
S
4
時
／

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
講
師
・
田

中
龍
二
氏
（
グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ

ー）

／
先
着
25
人
／
400
円
／
軍
手
、

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
（
大
）

2
本
、
割
り
箸
、
筆
記
用

具
、
ハ
ー
ブ
を
持
ち
帰
る
袋
な
ど
持

参
※
保
育
あ
り
。
11月
25
日
⑮
ま
で

に
生
活
課

(
6
5
8
1
.
4
1
1
2
)

へ

■パ
ソ
コ
ン
講
習
会

①
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
…
1
2
月
7

日
3
.
8
日
⑩
②
W
O
R
D
基
礎
…

12
月
7
日
3
.
8日
⑩
③
W
O
R
D

近
藤
と
土
方
に
あ
っ
た
文
人

依

田

学

海

〈ふ
る
さ
と
人
物
誌
22〉

ら
れ
て
い
た
。
妙
義
山
（
群
馬
県
）

中
の
金
洞
山
に
遊
び
、
翌
1
9
年
に
は

日
光
（
栃
木
県
）
に
、
そ
し
て

20
年

に
は
峡
中
の
昇
仙
峡
（
山
梨
県
甲
府

市
）
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。
ち

ょ
う
ど
そ
の
時
に
百
草
園
が
開
園

し
、
文
人
た
ち
が
招
待
さ
れ
た
。
依

田
に
も
招
待
状
が
届
い
た
の
で
、
出

席
す
る
こ
と
に
し
、
こ
れ
を
甲
府
に

行
く
旅
の
は
じ
め
に
し
た
。
4
月
2

日
、
雨
の
な
か
を
馬
車
で
東
京
を
出

発
し
、
府
中
に
到
着
し
泊
ま
っ
た
。

同
行
の
士
は
7
人
、
な
か
に
は
日
本

画
で
有
名
な
菅
原
白
龍
も
い
た
。

翌
4
月
3
日
の
開
園
当
日
も
雨
は

止
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、

お
く

つ

が
ん
こ
う

あ
っ
せ
ん
人
の
奥
津
贋
江
が
み
え

た
。
奥
津
は
八
王
子
で
高
等
教
育
の

応
用
・・・12月21日
5
.
2
2
日
同
④
E

X
C
E
L
基
礎
…
1
2
月
1
4
日
g
.
1
5

日
⑲
⑤
E
X
C
E
L
応
用
・
・
・
1
2
月
2
1

日
3
.
2
2
日
⑩
⑥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
E
メ
ー
ル
・
・
・
1
2
月
1
4
日
田
・

15
日

⑲
／
①
④
⑤
は
午
前
9
時
S
正
午
、

②
③
⑥
は
午
後
1
時
S
4
時
／
シ
ル

高
配
当
を
う
た
っ
て
勧
誘
す
る

「
出
資
金
」
集
め

ご
相
談
内
容

友
人
か
ら
「
5
0
万
円
投
資
す
れ

ば

1
年
で
倍
に
な
る
有
利
な
話
が

あ
る
」
と
誘
わ
れ
た
。
友
人
が
連

れ
て
き
た
「
上
の
人
」
は
、
1
0
日

ご
と
に
お
金
が
振
り
込
ま
れ
て
い

る
預
金
通
帳
を
見
せ
、
「
こ
ん
な

に
儲
か
る
」
と
い
う
の
で
、
お
金

を
出
す
こ
と
に
し
た
。
こ
の
と

き
、
形
だ
け
の
健
康
食
品
を
受
け

取
っ
た
が
、
入
金
さ
れ
た
の
は
2

回
(
7
万
円
）
だ
け
で
以
後
は
何

も
連
絡
が
な
い
。
出
資
し
た
お
金

を
返
し
て
ほ
し
い
。

麟
の
監
史
と
民
俗
困

塾
を
経
営
し
、
土
地
で
は
名
の
知
ら

れ
た
漢
学
者
で
あ
っ
た
。
一
行
は
奥

津
の
案
内
で
百
草
村
ま
で
車
で
直
行

し
、
小
雨
の
中
を
そ
ろ
っ
て
山
に
の

ぽ
っ
た
。
十
国
台
と
八
州
一

覧
亭
か

ら
の
眺
望
に
み
な
感
じ
入
り
、
依
田

は
「
妙
な
り
」
と
発
し
た
。
依
田
は

百
草
園
行
き
を
「
遊
峡
日
記
」
（
注
）
に

書
い
て
い
る
。
彼
は
維
新
の
時
、
勝

沼
の
戦
い
で
敗
退
し
た
近
藤
勇
と
土

方
歳
三
に
江
戸
で
会
い
、

言
葉
を
交

わ
し
て
い
る
。
そ
の
事
を
後
に
漢
文

で
書
い
て
い
る
が
、
依
田
は
眼
下
に

眺
め
た
多
摩
の
景
観
を
近
藤
、
土
方

の
故
郷
と
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

（
注
）
依
田
学
海
の
日
記

「学
海
日

録
」
（
安
政
3
年
ー
明
治
3
4
年
）
の
第

3
2
冊
目
の
一
部
。
百
草
園
を
訪
れ
た

部
分
は
I

日
野
市
史
資
料
集
j

続
地

誌
編
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理

編
集
委
員
会
委
員

・
沼
謙
吉
）

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
／
各
7
千
円
／

1
1
月
2
7
日
困
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ

キ
で
。
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、

希
望
講
習
番
号
を
記
入
し
、
〒

191
1

0
0
1
1
日
野
本
町
2
の
4
の
7
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
l
P
C
教
室
係

(
6
5
8
9
.
1
2
4
8
)

へ

了
ア
ド
バ
イ
ス

高
配
当
を
う
た
っ
て
は
行
き
詰

ま
り
、
破
産
宣
告
を
受
け
る
業
者

が
続
々
と
出
た
後
で
も
同
じ
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
を
宣
伝
し
、
出
資
者

を
募
る
手
口
が
あ
と
を
た
ち
ま
せ

ん
。
元
金
の
返
済
を
約
束
し
て
金

銭
の
受
け
入
れ
を
す
る
こ
と
は
、

銀
行
な
ど
の
認
可
を
受
け
た
金
融

機
関
の
み
が
行
う
こ
と
が
で
き
る

と
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
世
の
中
が
低
金
利
で
推
移
し

て
い
る
現
在
、

1
年
で
出
資
金
が

倍
に
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と

言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
破
た
ん

す
る
こ
と
が
必
至
の
こ
の
よ
う
な

出
資
金
集
め
の
話
に
は
乗
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
消
費
生
活

相
談
室
(
〖5
8
1
.
3
5
5
6
)

゜
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日
野
市
の
市
制
施
行
記
念
日
で
あ
る

11
月
3
日
・
文
化
の
日
に
、
市
民
生
活

と
文
化
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の

功
績
を
た
た
え
、
「
日
野
市
表
彰
式
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
各
分
野
か

ら
推
薦
さ
れ
た
45
人
の
方
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
（
写
真
）
。
功
労
者
の
氏
名
は
次

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）
。

▽
地
方
自
治
功
労
11

一
ノ
漉
隆
（
元
日

野
市
議
会
議
員
・
多
摩
平
在
住
）

／
奥

住
日
出
男
（
元
日
野
市
議
会
議
員
・
日

野
台
在
住
）

／
板
垣
正
男
（
元
日
野
市

議
会
議
員
・
新
町
在
住
）

／
黒
川
重
憲

（
元
日
野
市
議
会
議
員
・
日
野
在
住
）

／
内
田
動
（
元
日
野
市
議
会
議
員
・
豊

田
在
住
）

▽
市
民
自
治
功
労
11
西
村
喜
正
（
元
日

野
台

一
丁
目
自
治
会
長
・
日
野
台
在
住
）

／
吉
田
一
（
百
草
園
団
地
自
治
会
役
員
・

落
川
在
住
）

／
石
阪
勝
（
三
沢
下
自
治

会
役
員
・
三
沢
在
住
）

／
小
田
勇
（
元

三
沢
連
合
自
治
会
役
員
・
三
沢
在
住
）

／
森
久
保
憲
治
（
元
高
幡
は
組
自
治
会

役
員
・
高
幡
在
住
）

／
山
本
保
（
元
日

野
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
・
多
摩

平
在
住
）

／
笠
倉
千
榮
子
（
日
野
市
明

る
い
選
挙
推
進
委
員
・
大
坂
上
在
住
）

▽
防
災
功
労
11
本
所
丈
男
（
元
日
野
市

消
防
団
員
・
日
野
在
住
）

／
竹
原
重
治

表
彰

（
元
日
野
市
消
防
団
員
・
高
幡
在
住
）

▽
社
会
福
祉
功
労
11
田
島
ノ
ブ
（
元
社

会
福
祉
委
員
・
神
明
在
住
）

／
石
坂
き

み
よ
（
元
社
会
福
祉
委
員
・
旭
が
丘
在

住）

／
長
谷
川
次
郎
（
社
会
福
祉
委
員

・
百
草
在
住
）

／
今
野
敏
郎
（
社
会
福

祉
委
員
・
程
久
保
在
住
）

／
山
岸
美
恵

子
（
社
会
福
祉
委
員
・
程
久
保
在
住
）

／
松
本
信
子
（
社
会
福
祉
委
員
・
西
平

山
在
住
）

／
澤
永
陽
子
（
元
社
会
福
祉

委
員
・
南
平
在
住
）

／
濱
田
宣
郎
（
保

護
司
・
南
平
在
住
）

／
朝
倉
嘉
子
（
保

護
司
・
落
川
在
住
）

／
根
津
恵
一
（
保

護
司
•
平
山
在
住
）
／
横
尾
米
子
（
日

野
市
赤
十
字
奉
仕
団
員
・
東
豊
田
在
住
）

／
谷
ス
ヱ
（
日
野
市
赤
十
字
奉
仕
団
員
・

日
野
本
町
在
住
）

／
畔
蒜
文
子
（
日
野

市
赤
十
字
奉
仕
団
員
・
栄
町
在
住
）

▽
保
健
衛
生
功
労
11
本
吉
瑠
美
子
（
学

校
薬
剤
師
•
平
山
在
住
）／
白
井
一
郎

（
学
校
薬
剤
師
・
神
明
在
住
）

／
鹿
島

邦
彦
（
学
校
歯
科
医
・
多
摩
平
在
住
）

▽
環
境
保
全
功
労
11
飯
島
利
三
（
日
野

の
自
然
を
守
る
会
役
員
・
八
王
子
市
在

住）▽
社
会
教
育
功
労
11
御
子
柴
昭
治
（
元

日
野
市
障
害
者
問
題
を
考
え
る
会
代
表

•
新
町
在
住
）／
山
口
美
沙
子
（
日
野

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
役
員
・
南
平
在

住）

／
田
中
清
文
（
日
野
市
軟
式
野
球

連
盟
役
員
・
日
野
在
住
）

／
堀
田
信
之

（
日
野
市
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
役
員
・

日
野
在
住
）

▽
文
化
事
業
功
労
11
平
照
雄
（
元
日
野

市
民
謡
連
盟
役
貝
・
上
田
在
住
）

／
松

下
恵
太
郎
（
松
音
会
代
表
・
日
野
台
在

住）

／
田
中
玉
江
（
日
野
市
合
唱
連
盟

役
員
・
多
摩
平
在
住
）

／
矢
田
佑
子

（
矢
田
社
中
代
表
・
多
摩
平
在
住
）

／

森
久
保
忠
雄
（
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
・
高
幡
在
住
）

／
齊
藤
経
生
（
文
化

財
保
護
審
議
会
委
貝
・
万
願
寺
在
住
）

▽
青
少
年
育
成
功
労
11
太
田
和
江
（
日

野
市
子
ど
も
会
連
合
会
役
員
・
栄
町
在

住）▽
中
小
企
業
功
労
11
坂
西
勝
司
（
日
野

市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
役

員
・
日
野
在
住
）

／
大
木
茂
（
法
人
会

役
員
・
旭
が
丘
在
住
）

▽
善
行
11
熊
澤
チ
ェ
（
地
域
福
祉
の
向

上
に
貢
献
・
高
幡
在
住
）

▽
問
合
せ
先
11
総
務
部
庶
務
課

●保育所入所申込用紙の配布等 （表1)

市役所 2階児童福祉課
8 : 30~17: 15 

七生支所・豊田駅連絡所

8 : 30~17: 15 

東部子ども家庭支援センター
10: 00~17: 00 

市内の各保育所（公立・私立）

平日 8: 30~17: 00 
土曜日 8 : 30~12: 00 

11月20日困から
※日曜日、祝日、 11月30日は 12月28日～1月5日
は除く

11月20日困から
※日曜日、祝日、 12月28日～ 1月5日は除く

11月20日困から
※火曜日、祝日、 12月29日～ 1月3日は除く

11月20日困から
※日曜日、祝日、 12月28日～ 1月5日は除く

保
育
所
の
来
年
度
新
規
入
所
申
込
用

紙
を
次
の
と
お
り
配
布
し
ま
す
。
申
込

用
紙
に
各
種
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
入
所
資
格
11
乳
幼
児
の
保
護
者
が
次

の
い
ず
れ
か
で
、
同
居
の
親
族
等
も
保

育
に
当
た
る
事
が
で
き
な
い
と
き
…
①

就
労
中
（
外
勤
・
自
営
業
・
内
職
等
に

一
定
以
上
の
時
間
数
・
日
数
で
従
事
し

て
い
る
）
②
身
体
障
害
者
手
帳

(
1
S

4
級
）
を
持
っ
て
い
る
③
病
気
・
出
産

に
よ
り
入
院
ま
た
は
自
宅
療
養
中
（
出

産
の
場
合
は
、
出
産
予
定
月
と
そ
の
前

後
2
カ
月
ず
つ
の
計
5
カ
月
の
み
）
④

求
職
中
⑤
そ
の
他
、
著
し
く
家
庭
で
の

保
育
に
欠
け
る
事
情
が
あ
る
※
入
所
申

込
方
法
・
入
所
基
準
・
保
育
料
決
定
基

準
な
ど
は
、
公
立
・
私
立
保
育
所
と
も

同
じ
で
す 保育所

・□□
]
の
保
育
所
で
は
0
歳
児
保
育
あ
り
。

対
象
は
公
立
が
3
カ
月
以
上
、
私
立
が
57
日
目

以
上
の
乳
児

・
▲
印
は
延
長
保
育
を
行
っ
て
い
な
い
保
育
所

●市内保育所一覧

｀ - “  とよだ保育園 豊田4-10-3
たまだいら保育園 多摩平2-4 
ひらやま保育園▲ 東平山 l-7 -13 
あらい保育園▲ 新井842-6 

立
みさわ保育園▲ 三沢200
たかはた台保育園▲ 程久保650

＾ 日 みなみだいら保育園▲ 平山4-20-l 

墨ヽ

公 言図私立

;＂ 

保
育
所
は

20"、学
童
ク
ラ
ブ
は
今
B
か
ら

笛
は
巽
日
2
日
5
1
月
15
日
N¥

▽
申
込
用
紙
の
配
布
1
1
1
1
月
20
日
困
か

ら
。
場
所
、
日
時
に
つ
い
て
は
表
1
参

照▽
申
込
用
紙
の
受
け
付
け
1
1
1
2
月
2
日

⑲
ー
来
年
1
月
15
日
困
の
午
前
8
時
30

分
＼
午
後
5
時
15
分
に
市
役
所
2
階
児

童
福
祉
課
で
※
日
曜
日
、
祝
日
、

12
月

28
日
ー
1
月
5
日
は
除
く
。
市
外
の
保

育
所
を
希
望
す
る
方
は
早
め
に
申
請
を

▽
注
意
11
①
現
在
保
留
中
の
方
も
、
改

め
て
新
規
入
所
申
し
込
み
が
必
要
で
す

②
入
所
中
の
方
に
は
保
育
所
を
通
じ
て

継
続
調
査
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
③

「
転
園
」
を
希
望
の
場
合
は
、
継
続
調

査
用
紙
を
提
出
さ
れ
た
う
え
、
新
規
申

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
（
蓑
育
者
）

が
仕
事
や
病
気
療
養
な
ど
で
留
守
に
な

る
家
庭
の
小
学
1
年
生
ー
3
年
生
を
お

預
か
り
す
る
施
設
で
す
。
児
童
が
遊
び

を
通
し
て
と
も
に
育
み
合
い
、
伸
び
伸

び
と
過
ご
せ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

▽
入
会
の
資
格
11
次
の
要
件
を
両
方
と

も
満
た
す
児
童
…
①
市
内
在
住
で
来
年

4
月
に
小
学
1
年
生

S
3年
生
に
な
る

②
保
護
者
（
養
育
者
）
が
就
労
中
か
病

気
療
養
中
等
の
理
由
で
放
課
後
帰
宅
し

て
も
適
切
な
監
護
が
受
け
ら
れ
な
い

▽
申
請
書
の
配
布
1
1
1
1
月
15
日
面
か
ら

の
午
前
8
時
30
分
S
午
後

5
時
15
分
に

市
役
所

2
階
児
童
福
祉
課
、
各
児
童

館
、
各
学
童
ク
ラ
ブ
、
市
内
保
育
園
、

七
生
支
所
、
豊
田
駅
連
絡
所
で
※
日
曜

日
、
祝
日
、

12
月
28
日
S
1
月
5
日
は

除
く
。
児
童
福
祉
課
は
11
月
1
6
日

g
.

30
日
山
も
除
く
。
学
童
ク
ラ
ブ
は
午
前

9
時
15
分
S
午
後
5
時
45
分
。
保
育
園

の
土
曜
日
は
午
前
中
の
み

▽
申
請
書
の
受
け
付
け
1
1
1
2
月
2
日
⑲

i
1
月
15
日
困
の
午
前
8
時
30
分
i
午

後
5
時
15
分
に
保
護
者
が
市
役
所
2
階

児
童
福
祉
課
へ
持
参
※
日
曜
日
、
祝

日、

12
月
28
日
S
1
月
5
日
は
除
く

▽
育
成
期
間
・
時
間
11
来
年
4
月
1
日

8
平
成
1
6
年
3
月
3
1
日
の
下
校
時
S
午

後
5
時
45
分
※
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
は
除
く
。
そ
の
他
の
学
校
休
業
日

は
午
前
8
時
30
分
ー
午
後

5
時
45
分

▽
費
用
1
1
1
人
月
5
千
円

▽
入
会
の
決
定
11
学
童
ク
ラ
ブ
入
会
決

定
基
準
に
よ
り
審
査
し
、

3
月
中
旬
に

申
請
者
あ
て
文
書
で
通
知
※
そ
れ
以
前

は
、
入
会
の
可
否
に
つ
い
て
お
答
え
で

き
ま
せ
ん
。
入
会
希
望
者
が
定
員
を
超

え
る
場
合
は
保
留
扱
い
と
し
、
以
後
欠

員
に
応
じ
て
入
会
の
通
知
を
し
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
児
童
係

学童
クラフ
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し
込
み
を

▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
保
育
係

／
 


